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試みたところ、PB1 Y82C 変異体が単離された。Y82C では、野生型と比べて約 3 倍
EGFP陽性細胞の出現頻度が高かった。 
②Quasispecies の多様化機構.  インフルエンザウイルスの感染様式には、細胞外へ遊
離したウイルス粒子により感染が伝播される cell-free 感染と、細胞間の接触面でウイ















考   察：①ウイルスポリメラーゼの高変異導入の分子機構.  ウイルス因子の発
現に依存した複製忠実度の変化が観察されなかったことから、インフルエンザウイルス
の低い複製忠実度はポリメラーゼ自身の性質によるものであることが示唆された。PB1 
















結   論：インフルエンザウイルスの低い複製忠実度はポリメラーゼ自身の性質によ
るもので、ウイルスポリメラーゼの基質結合領域以外のアミノ酸に複製忠実度に影響を
及ぼす領域が存在することが明らかとなった。ウイルスポリメラーゼによって導入され
た変異はタミフルの添加によりウイルス集団内に維持され、Quasispecies が多様化す
ることが明らかとなった。 
